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抜け道と思うなそこは通学路

私
た
ち
青
島
地
区
女
性
部
す
こ

や
か
学
級
は
、
昭
和
59
年
の
結
成

以
来
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
高
め

る
こ
と
に
よ
り
、
一
人
で
も
多
く

の
仲
間
を
増
や
し
、
明
る
い
未
来

と
楽
し
い
老
後
を
送
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
各
種
講
演
や

健
康
体
操
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で

40
周
年
を
迎
え
ま
す
。

毎
回
、
会
員
自
ら
が
内
容
の
企

画
・
準
備
を
行
い
、
多
く
の
学
級

生
が
主
体
的
に
参
加
し
、
仲
間
と

一
緒
に
毎
日
活
力
を
も
っ
て
過
ご

せ
る
よ
う
に
長
年
継
続
し
て
い
ま

す
。現

在
約
90
名
が
登
録
し
、
毎
回

多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
1
月
に
は
、
管
理
栄
養

士
を
お
招
き
し
、「
し
っ
か
り
食

べ
て
健
康
生
活
」
と
題
し
た
講
演

を
行
い
、
大
変
好
評
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

受
講
者
に
と
っ
て
、
す
こ
や
か

学
級
に
参
加
す
る
こ
と
で
教
養
が

身
に
付
く
と
共
に
、
た
く
さ
ん
の

仲
間
と
の
交
流
が
深
ま
り
、
ま
だ

ま
だ
長
い
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
、

生
き
が
い
と
活
力
を
持
っ
て
明
る

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
今
後
も
元
気
で
楽
し
く
、
女

性
の
視
点
で
時
代
に
合
っ
た
活
動

を
実
践
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
ふ
じ
え
だ
連
合
会
　
青
島
地
区
女
性
部
　
す
こ
や
か
学
級
長
　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
ふ
じ
え
だ
連
合
会
　
青
島
地
区
女
性
部
　
す
こ
や
か
学
級
長
　
鈴
木
喜
久
枝

鈴
木
喜
久
枝

地
域
の
女
性
パ
ワ
ー
で

地
域
の
女
性
パ
ワ
ー
で

ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
目
指
す

ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
目
指
す

輝
今
！！

い
て
い
ま
す

い
て
い
ま
す



（3）シニアクラブ通信 171 号 令和 6年 7月発行

私たちはシニアクラブ静岡県の活動を応援しています

令和6年使用
全国交通安全年間スローガン 挙げる手をやさしく見守る横断歩道

　

昭
和
30
年
代
の
始
め
伊
東
の
有

志
の
方
々
が
、
踊
り
で
街
に
賑
わ

い
を
つ
く
り
た
い
と
の
思
い
か
ら

「
伊
東
ち
ょ
っ
く
ら
囃
子
」
の
歌

と
踊
り
が
誕
生
し
ま
し
た
。
伊
東

踊
り
は
気
楽
な
踊
り
、
馬
鹿
を
承

知
で
踊
り
出
す
、
ド
ッ
コ
イ
・
ド

ッ
コ
イ
・
チ
ョ
ッ
ク
ラ
さ
・
チ
ョ

ッ
ク
ラ
ど
っ
こ
い
そ
う
ず
ら
よ
。

　

こ
の
歌
と
踊
り
で
駅
前
か
ら
大

勢
の
人
が
練
り
歩
い
た
様
子
を
当

時
20
代
だ
っ
た
私
も
覚
え
て
お
り

ま
す
。
狩
野
川
台
風
が
街
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
、
こ
の
歌
も

踊
り
も
街
か
ら
消
え
ま

し
た
。

　

そ
し
て
あ
れ
か
ら
60

余
年
経
ち
、い
き
い
き
ク

ラ
ブ
の
女
性
会
長
会
か

ら
、も
う
一
度
あ
の
踊
り

を
踊
り
た
い
、と
声
が
あ

が
り
教
え
て
く
だ
さ
る

方
に
も
出
会
い
、
輪
に

な
っ
て
踊
れ
る
様
に
な

り
ま
し
た
。
男
性
会
長

さ
ん
方
に
も
覚
え
て
頂

き
、
各
々
の
単
位
ク
ラ

ブ
で
は
会
長
さ
ん
が
指

導
に
当
た
り
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

伊
東
の
会
員
が
皆
踊
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
丁
度
コ
ロ
ナ
禍
に

当
た
り
、
な
か
な
か
皆
で
踊
る
機

会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨

年
10
月
の
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
終
わ
り
に
全
員
で

輪
に
な
っ
て
「
伊
東
ち
ょ
っ
く
ら

囃
子
」
を
踊
り
ま
し
た
。
大
き
な

輪
が
で
き
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
元

気
に
踊
る
姿
は
壮
観
の
一
言
で
し

た
。
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
が
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
か
ら
再
び
伊
東
の
街

に
流
れ
る
事
を
願
い
、
楽
し
い
一

刻
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

年
を
重
ね
た
私
達
が
世
の
中
に

貢
献
で
き
る
事
が
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
こ
う
し
て
元
気
に
集
い

笑
い
し
ゃ
べ
る
。
こ
れ
が
私
達
に

で
き
る
何
よ
り
の
貢
献
と
自
負
す

る
私
で
す
。

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
伊
東
　
女
性
部
代
表
　

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
伊
東
　
女
性
部
代
表
　
森
下
巳
代
子

森
下
巳
代
子

皆
で
踊
り
ま
し
た

皆
で
踊
り
ま
し
た

地 域 の
活 動

輪になって踊った「伊豆ちょっくら囃子」
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飲みません今日は私がハンドルキーパー

吉
田
町
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
連
合
会

吉
田
町
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
連
合
会

神
社
・
墓
地
の
清
掃
活
動

神
社
・
墓
地
の
清
掃
活
動

　

当
連
合
会
に
お
い
て
は
、
奉
仕

活
動
の
一
環
と
し
て
、
冬
季
（
12

月
、
１
月
、
２
月
）
を
除
き
毎
月

１
回
、
早
朝
（
６
時
ま
た
は
６
時

30
分
）
か
ら
１
時
間
程
度
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
神
社
の
境
内
、
墓

地
の
通
路
の
清
掃

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

清
掃
の
内
容
は

草
取
り
、
落
葉
や

ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と

で
す
。
活
動
へ
の

参
加
は
自
由
で
、

参
加
す
る
人
数
は

地
域
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
が
、
多

い
地
域
で
は
一
回

に
１
５
０
人
程
度

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

神
社
に
は
樹
木

が
多
く
、
秋
に
な

る
と
境
内
に
は
た

く
さ
ん
の
枯
葉
が

散
乱
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
竹
ぼ
う
き
で
掃
き
、
拾

い
集
め
た
後
の
状
態
に
は
何
と
も

言
え
な
い
達
成
感
、
満
足
感
を
覚

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

墓
地
の
清
掃
、
草
取
り
を
し
て

気
づ
く
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お

墓
の
管
理
状
態
で
す
。
い
つ
も
き

れ
い
な
花
を
絶
や
さ
な
い
お
墓
も

あ
れ
ば
、
枯
れ
た
状
態
の
ま
ま
の

お
墓
も
多
く
あ
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、
造
花
も
年
々
増
え
て
い
ま

す
。
造
花
は
少
し
寂
し
い
気
持
ち

も
し
ま
す
が
、
生
花
を
枯
れ
た
状

態
で
放
置
す
る
よ
り
も
ま
し
か
な

と
も
思
い
ま
す
。

　

お
墓
を
き
れ
い
に
保
つ
こ
と

は
、
先
祖
を
敬
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
気
持
ち
を
後
世
に
伝
え
る
こ

と
は
、
私
達
高
齢
者
の
役
目
だ
と

も
思
い
つ
つ
清
掃
活
動
を
続
け
て

お
り
ま
す
。

清掃活動をする皆さん清掃活動をする皆さん
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「
老
人
ク
ラ
ブ
」か
ら「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」へ

「
老
人
ク
ラ
ブ
」か
ら「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」へ

ぎりぎりの時間と車間が事故を呼ぶ

浜
松
市
中
央
区
雄
踏
町
　
西
ヶ
崎
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
「
西
友
会
」　
会
長
　

浜
松
市
中
央
区
雄
踏
町
　
西
ヶ
崎
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
「
西
友
会
」　
会
長
　
渥
美
　
仁
志

渥
美
　
仁
志

　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、近
年
の

　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、近
年
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
は
、
県
・
市

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
は
、
県
・
市

レ
ベ
ル
で
減
少
傾
向
に
あ
る
と
の

レ
ベ
ル
で
減
少
傾
向
に
あ
る
と
の

事
で
す
が
、高
齢
者
の
人
口
は
年
々

事
で
す
が
、高
齢
者
の
人
口
は
年
々

増
加
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と

増
加
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と

何
故
な
の
か
と
思
い
ま
す
。

何
故
な
の
か
と
思
い
ま
す
。

　　

7070
代
以
下
の
人
達
に
老
人
ク
ラ

代
以
下
の
人
達
に
老
人
ク
ラ

ブ
へ
の
加
入
を
勧
め
る
と
「
ま
だ

ブ
へ
の
加
入
を
勧
め
る
と
「
ま
だ

そ
ん
な
歳
で
は
な
い
」「
自
分
は
ま

そ
ん
な
歳
で
は
な
い
」「
自
分
は
ま

だ
老
人
で
は
な
い
」
と
い
う
反
応

だ
老
人
で
は
な
い
」
と
い
う
反
応

が
多
い
で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
と
い

が
多
い
で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
と
い

う
名
称
へ
の
抵
抗
と
、
活
動
内
容

う
名
称
へ
の
抵
抗
と
、
活
動
内
容

に
魅
力
が
な
い
と
い
う
こ
と
の
よ

に
魅
力
が
な
い
と
い
う
こ
と
の
よ

う
で
す
。

う
で
す
。

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
男
女
比
率
が

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
男
女
比
率
が

圧
倒
的
に
女
性
優
位
、
男
性
会
員

圧
倒
的
に
女
性
優
位
、
男
性
会
員

が
異
常
に
少
な
い
、
と
い
う
問
題

が
異
常
に
少
な
い
、
と
い
う
問
題

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
へ

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
へ

の
対
応
策
を
取
っ
て
い
か
な
い
と
反

の
対
応
策
を
取
っ
て
い
か
な
い
と
反

転
上
昇
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

転
上
昇
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

当
会
で
は
、
昨
年
か
ら
老
人
ク
ラ

当
会
で
は
、
昨
年
か
ら
老
人
ク
ラ

ブ
を
や
め
「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
に
変

ブ
を
や
め
「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
に
変

更
し
ま
し
た
。

更
し
ま
し
た
。

　

ま
た
活
動
と
し
て
は
、
従
来
か

　

ま
た
活
動
と
し
て
は
、
従
来
か

ら
や
っ
て
い
る
、
月
例
会
、
カ
ラ
オ

ら
や
っ
て
い
る
、
月
例
会
、
カ
ラ
オ

ケ
、
輪
投
げ
＋
ボ
ッ
チ
ャ
、
グ
ラ
ウ

ケ
、
輪
投
げ
＋
ボ
ッ
チ
ャ
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に
加
え
て
、

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に
加
え
て
、

男
性
会
員
を
増
や
す
た

男
性
会
員
を
増
や
す
た

め
、
２
年
前
か
ら
「
脳
ト

め
、
２
年
前
か
ら
「
脳
ト

レ
麻
雀
部
」
を
立
ち
上
げ

レ
麻
雀
部
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
賭
け
な
い
、
呑

ま
し
た
。
賭
け
な
い
、
呑

ま
な
い
、
喫
わ
な
い
、
の

ま
な
い
、
喫
わ
な
い
、
の

健
康
麻
雀
で
す
。
軌
道
に

健
康
麻
雀
で
す
。
軌
道
に

乗
っ
た
現
在
で
は
登
録
者

乗
っ
た
現
在
で
は
登
録
者

が
約
が
約
3030
名
（
内

名
（
内
2020
名
は
新
規
入
会
）、

名
は
新
規
入
会
）、

2828
名
は
名
は
7070
代
以
下
の
男
性
で
す
。

代
以
下
の
男
性
で
す
。

こ
れ
は
会
員
数
増
、
男
性
比
率
向

こ
れ
は
会
員
数
増
、
男
性
比
率
向

上
に
成
果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

上
に
成
果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
新
し
い
企
画
と
し
て
、

　

も
う
一
つ
新
し
い
企
画
と
し
て
、

こ
の
５
月
か
ら「
寄
り
合
い
カ
フ
ェ
」

こ
の
５
月
か
ら「
寄
り
合
い
カ
フ
ェ
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
面

を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
面

月
２
回
、
公
民
館
で
各
種
飲
み
物

月
２
回
、
公
民
館
で
各
種
飲
み
物

と
お
菓
子
を
用
意
し
、
１
０
０
円

と
お
菓
子
を
用
意
し
、
１
０
０
円

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で
、
自
由
に
来
て

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で
、
自
由
に
来
て

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
歌
を
歌
っ

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
歌
を
歌
っ

た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
好
き

た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
好
き

な
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
う
、
と

な
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
う
、
と

い
う
試
み
で
す
。
高
齢
者
の
孤
立

い
う
試
み
で
す
。
高
齢
者
の
孤
立

化
・
巣
ご
も
り
の
防
止
、
地
域
の

化
・
巣
ご
も
り
の
防
止
、
地
域
の

つ
な
が
り
に
役
立
て
ば
と
思
っ
て
い

つ
な
が
り
に
役
立
て
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　

今
後
も
年
代
間
、
男
女
間
の
嗜

　

今
後
も
年
代
間
、
男
女
間
の
嗜

好
の
違
い
に
目
を
向
け
、
魅
力
の

好
の
違
い
に
目
を
向
け
、
魅
力
の

あ
る
ク
ラ
ブ
に
し
て
い
き
た
い
と

あ
る
ク
ラ
ブ
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

考
え
て
お
り
ま
す
。



シニアクラブ通信 171 号（6）令和 6年 7月発行

私たちはシニアクラブ静岡県の活動を応援しています

全国交通安全年間スローガン
令和6年使用

身につけよう交通ルールとヘルメット

※請求書につきましては、物品と一緒に同封させていただきますので届き次第お支払ください。
※送料と振り込み手数料はお客様負担にてお願いします。お問い合わせは事務局 ☎ 054-254-5225 まで

新しくなりました‼︎

「瀬戸の花嫁」や「いい日旅立ち」など新たに 7 曲を追加、「瀬戸の花嫁」や「いい日旅立ち」など新たに 7 曲を追加、
「四季の歌」や「上を向いて歩こう」など 10 曲の楽譜を掲載。「四季の歌」や「上を向いて歩こう」など 10 曲の楽譜を掲載。

収録は収録は175175曲‼︎曲‼︎

〜 懐かしのあの歌この歌、シニアクラブが編さんした歌集です 〜〜 懐かしのあの歌この歌、シニアクラブが編さんした歌集です 〜

なつかしの愛唱歌集なつかしの愛唱歌集
800 円800 円（税込み）（税込み）

なつかしの愛唱歌集なつかしの愛唱歌集 大好評です‼︎大好評です‼︎

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県
通
信

第
11
回 

輪
投
げ
大
会
を
開
催

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県
輪
投
げ
大
会
を
令
和
５
年
12
月
15
日
（
金
）

に
焼
津
市
総
合
体
育
館
シ
ー
ガ
ル
ド
ー
ム
で
開
催
し
ま
し
た
。
競
技
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【団体戦】
順　位 市町名 チーム名 スコア
優　勝 御前崎市 御前崎市老人クラブ連合会 A 662
準優勝 富士宮市 ふじさんシニアクラブ富士宮 B 626
３　位 長泉町 長泉町 B 561
４　位 浜松市 浜松市中央区（西区）区入野 551
５　位 牧之原市 シニアクラブ牧之原 A 535

【個人戦】
順　位 市町名 氏　名 スコア
優　勝 御前崎市 髙塚　朋吉 164
準優勝 御前崎市 栗橋　　務 156
３　位 長泉町 川崎　恒雄 149
４　位 磐田市 内山　芳夫 140
５　位 富士宮市 遠藤　彰子 139
特別賞
100 位 伊豆市 芹沢　京子
特別賞
200 位 袋井市 髙橋八重子
特別賞
最高齢 袋井市 髙橋八重子

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災
害
救
援
拠

金
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
４
月
26
日（
金
）
に
総
額

２
９
８
万
３
６
８
６
円
を
全
老
連
へ
送
金

い
た
し
ま
し
た
。

　

皆
様
の
御
協
力
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

令
和
６
年  

能
登
半
島
地
震

災
害
救
援
拠
金
の
御
礼



（7）シニアクラブ通信 171 号 令和 6年 7月発行
令和6年使用

全国交通安全年間スローガン 車だけ？交通ルールは皆のもの

健
康
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
長
泉
　
会
長
　
平
瀬
　
清
人

　

高
齢
者
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で

　

高
齢
者
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
み
ん
な
で
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム

は
、
み
ん
な
で
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム

が
必
須
で
す
よ
ね
。

が
必
須
で
す
よ
ね
。

　

ど
の
方
も
楽
し
め
て
、
安
全

　

ど
の
方
も
楽
し
め
て
、
安
全

で
、
な
お
か
つ
コ
ス
ト
を
お
さ
え

で
、
な
お
か
つ
コ
ス
ト
を
お
さ
え

た
ゲ
ー
ム
は
？

た
ゲ
ー
ム
は
？

　

そ
こ
で
、
手
作
り
感
満
載
の

　

そ
こ
で
、
手
作
り
感
満
載
の

「
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
」
を
紹

「
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
」
を
紹

・投てき距離：5m（年齢ハンディあり）
　85 歳以上男性：4.5 ｍ
　85 歳以上女性：4.0 ｍ
　90 歳以上男性：4.0 ｍ

・1 チーム 6 名で構成し、一人 10 投を 2 回投てき
・輪内を通過した合計本数で順位を競う
・団体戦成績：6 名の合計輪内通過数
・個人戦成績：各 20 投での輪内通過数

独自で設定したルール

【
手
作
り
の
機
材
】

【
手
作
り
の
機
材
】
：
各
単
位
ク

：
各
単
位
ク

ラ
ブ
に
、
一
式
１
万
円
で
販
売
。

ラ
ブ
に
、
一
式
１
万
円
で
販
売
。

残
り
は
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
長
泉
負
担

残
り
は
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
長
泉
負
担

・
輪
：
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
の
フ
ラ

・
輪
：
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
の
フ
ラ

フ
ー
プ

フ
ー
プ

・
パ
イ
プ
な
ど
：
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

・
パ
イ
プ
な
ど
：
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

で
購
入（
材
料
費
３
，５
０
０
円
程
）

で
購
入（
材
料
費
３
，５
０
０
円
程
）

・
競
技
用
デ
ィ
ス
ク
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

・
競
技
用
デ
ィ
ス
ク
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
探
し
て
購
入（

ト
で
探
し
て
購
入（
1010
枚
７
，０
０
０

枚
７
，０
０
０

円
程
）

円
程
）

「フライングディスク競技について」「フライングディスク競技について」
１．競技は、日本障害者フライングディスク連盟の競
　　技規則を参考として行うものとする。
２．用具
　(1) ディスク
　競技用ディスクは、日本フライングディスク協会公
　認及び推奨品で直径 23.5cm、重量 100 ± 5g とする。
　(2) アキュラシーゴール（標的）
　①形状：内径 91.5cm の円形とする。
　②位置：ゴールの前面がスローイングラインと並行
　　　　　になるように設置する。
　(3) スローイングライン
　①色：白色
　②形状：長さ 160cm、幅 6cm　テープで構わない。

◀

◀

介
し
ま
す
。

介
し
ま
す
。

　

一
般
的
に
フ
リ
ス
ビ
ー
と
呼
ば

　

一
般
的
に
フ
リ
ス
ビ
ー
と
呼
ば

れ
て
い
る
道
具
で
す
が
、
正
式
名

れ
て
い
る
道
具
で
す
が
、
正
式
名

称
を
「
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
」

称
を
「
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
」

と
い
い
ま
す
。

と
い
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
長
泉
で
は
、
全

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
長
泉
で
は
、
全

日
本
障
害
者
・
高
齢
者
フ
ラ
イ
ン

日
本
障
害
者
・
高
齢
者
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
の
ア
キ
ュ
ラ

グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
の
ア
キ
ュ
ラ

シ
ー
競
技
に
準
じ
て
、

シ
ー
競
技
に
準
じ
て
、

ル
ー
ル
を
決
め
て
開
催

ル
ー
ル
を
決
め
て
開
催

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
競
技
は
、
標
的

　

こ
の
競
技
は
、
標
的

の
輪
を
め
が
け
て

の
輪
を
め
が
け
て
1010
回回

連
続
で
投
げ
て
通
過
し

連
続
で
投
げ
て
通
過
し

た
回
数
を
競
い
ま
す
。

た
回
数
を
競
い
ま
す
。

　

以
下
は
、
ロ
ー
カ
ル

　

以
下
は
、
ロ
ー
カ
ル

に
な
り
ま
す
が
、
独
自

に
な
り
ま
す
が
、
独
自

で
設
定
し
た
ル
ー
ル
で

で
設
定
し
た
ル
ー
ル
で

す
（
下
記
参
照
）
。

す
（
下
記
参
照
）
。



シニアクラブ通信 171 号（8）令和 6年 7月発行 全国交通安全年間スローガン
令和6年使用

さあ青だ踏み出す前に再確認

今知りたい！教えて先生
　前回は「認知症」についてお伝えいたしました。今回は、みなさんお悩みの「眼

がんけん

瞼下
か す い

垂」につ
いてお話します。「まぶたが重く感じる」「視界が狭くなったような」とお悩みの方、眼

がんけん

瞼下
か す い

垂とい
う症状かもしれません。治療による改善が見込め、生活の質の向上につながる可能性があります。

静岡赤十字病院　形成外科部長
日本形成外科学会形成外科専門医

鈴
す ず き

木沙
さ ち

知 医師今回のテーマは
日帰り手術も可能です！

「眼
が ん け ん

瞼下
か す い

垂」

眼
がんけん

瞼下
か す い

垂どんな症状ですか？原因はあるの？
　上まぶたが十分に開けられず、まっすぐ前を見たときに上まぶたが黒

目を被っている状態をいいます。症状は「視力など眼に異常はないのに

ものが見づらい」ことです。「つばの広い帽子を目深にかぶっている感じ」

と表現される方もいらっしゃいます。多くは加齢による上まぶたの皮膚

のたるみや、上まぶたを持ち上げる筋肉（眼瞼挙筋）や筋肉をひっぱる

腱膜のたるみによる加齢性の変化が多いです。見づらい症状がひどく日

常生活に支障をきたしている場合は手術によりたるんだ皮膚や筋肉、腱

膜を修復することで改善が期待できます。

治療は？手術はどのようなものですか？
　手術は「たるんだ皮膚を切除する」「たるんだ筋肉や腱膜を縫合する」

「別の部位の筋膜などを利用して吊りあげる」といったもので、どの方

法をとるかは、眼瞼下垂の原因やご要望に合わせて決めていきます。い

ずれの手術も、途中で目の開き具合や左右のバランスなどを調整しなが

ら仕上げていくので、局所麻酔で大丈夫。一般的には日帰りで手術しま

すが、術後の腫れなど不安があれば入院対応もできます。両目を治療す

る場合は通常同時に手術しますが、希望すれば片目ずつの手術もできま

すし、幾つかの検査で眼瞼下垂の診断があれば保険適応も可能です。ご

相談は形成外科で承りますが、当院では他の病気の可能性も考えて眼科

や内科とも連携。日常生活の中で見え方に不自由を感じることがあれば、

お気軽にご相談ください。

術前
物が見えづらいため、前頭筋（お
でこの筋肉）を使ってなんとか
少し目を開けている状態。右眼
のほうがより重症なため、右の
おでこにシワが寄っている。

術後
前頭筋を使わなくても、楽に目
が開けられるようになった。

▼

お問い合わせ

☎ 054-254-4311（代表）
〒 420-0853 静岡県静岡市葵区追手町 8 番 2 号

【JR 静岡駅（北口）から徒歩約 10 分】



（9）シニアクラブ通信 171 号 令和 6年 7月発行
令和6年使用

全国交通安全年間スローガン 反射材光って気づいて事故防止

茄子と厚揚げの茄子と厚揚げの
おろし煮おろし煮

【作り方】
　1． 茄子は乱切り、豚バラうす切り肉は 3cm 幅に切る。
　　　細ねぎは小口切りにする。

　2． 厚揚げは熱湯をかけて油抜きをし、食べやすい大きさに切る。

　3． フライパンにごま油を中火で熱し、茄子を入れる。
　　　油が回ったら豚バラ肉・厚揚げを加えて焼く。

　4． 茄子・厚揚げに焼き色が付き豚バラ肉の色が変わった
　　　ら、【a】を加え弱火で５分煮る。

　5． 大根をすりおろして水分ごと加え、軽く煮立たせ火を
　　　止める。

　6． 皿に盛り、かつお節をかけて細ねぎを散らす。

健康レシピ健康レシピ
かんたんかんたん

おいしいおいしい

◎ 2 〜 3 日冷蔵庫で保存可能です。
　冷やしても美味しく食べられます。
◎茄子の紫色の皮に含まれるナスニンには、
　血中コレステロールを下げ動脈硬化を防
　ぐ作用や抗酸化作用があるため、皮ごと
　調理するのがおススメです。
◎厚揚げは大豆製品のため、良質なたんぱ
　く質や鉄分が多く含まれています。
◎大根には消化を助けるアミラーゼという
　酵素が含まれており、すりおろすことで
　増加し、胃腸の負担を軽減させるはたら
　きがあります。

〈管理栄養士からのポイント〉

材料（4人分）
【ａ】

だし汁 100cc

醤油 大さじ 1

酒 大さじ 1

みりん 大さじ 1

砂糖 大さじ 1

おろししょうが 小さじ 1

茄子 大 2 本

厚揚げ 1 枚

豚バラうす切り肉 100g

大根 150g

ごま油 大さじ 1

細ねぎ 適量

かつお節 適量

静岡ガス　料理教室・各種セミナー　受講生募集中！
エネリアショールーム静岡では、家庭料理からパン・お菓子作り、
シニアのための健康講座などを開講しています。詳細はお気軽にお問合せください。
静岡ガス エネリアショールーム静岡　TEL：054-285-0267（9:30 ～ 17:00　水曜定休）

レシピ提供：静岡ガス　クッキングスタジオ　管理栄養士　好川紗帆



シニアクラブ通信 171 号（10）令和 6年 7月発行

私たちはシニアクラブ静岡県の活動を応援しています

全国交通安全年間スローガン
令和6年使用

自転車も歩行者優先安全走行

　

20
代
と
30
代
で
は
、
デ
ー
ト
で
ド
ラ
イ
ブ
に
行
っ
た

思
い
出
、
山
登
り
や
一
人
旅
、
友
人
と
の
旅
行
を
楽
し

ん
で
い
た
思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
10
代
で

は
部
活
動
の
思
い
出
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

戻
る
の
で
は
な
く
、今
が
一
番
と
い
う
方
も
い
ま
し
た
。

　

青
春
の
思
い
出
に
触
れ
て
、
若
返
る
よ
う
な
気
持
ち

に
な
っ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

１　
位
20　
代

２　
位
10　
代

３　
位
30　
代

●
結
果
発
表

◇
◆
◇ 

特
　
集 

◇
◆
◇

も
し
戻
れ
る
と
し
た
ら
何
歳
？

青
春
の
思
い
出
は
？

輪投げ用品
購入できます！

　当連合会で開催する輪投げ大会使用用具です。
　市町連合会経由（請求書の宛名または商品が
市町連合会行きであれば）で購入していただく
と下記の価格より安くお買い求めいただけます。

商品名 一般価格
（税込・送料込）

輪投げセットケース付き 18,700 円
　　　　〃　　　ケース無 15,900 円
台 12,000 円
輪（3 色 9 本セット）※ 5,300 円
吸音マット※ 5,900 円

※輪 三色セット・吸音マットを複数ご購入の場合は、
送料が変更になりますのでお問い合わせください。

問い合わせ先：事務局 054-254-5225 まで

◆上記商品につきましては、購入個数によって送料が
　変動しますのでお問い合わせください。
★本体滑り止めゴムは、新しい青い台のみ交換可能
　ビスで取り付けるため、旧型の緑の台には装着不可

商品名 一般価格
（税込・送料別）

輪（各色 1 本）◆ 470 円
収納ケース◆ 3,900 円
支柱（1 本）◆ 540 円
本体滑り止めゴム◆★ 220 円

100冊限定！好評発売中

伝承あそびハンドブック
セレクト100

草遊び、あやとり、パチンコ、コマ回し……懐かし
い昭和の遊びが、この一冊でわかる！　ご家庭のお
子様や、地域の子供達と一緒に遊んでみませんか？

※送料と振り込み手数料はお客様負担
お問い合わせ　☎ 054-254-5225 800 円800 円（税込）（税込）



（11）シニアクラブ通信 171 号 令和 6年 7月発行

私たちはシニアクラブ静岡県の活動を応援しています

令和6年使用
全国交通安全年間スローガン わたるまえわすれずかくにんみぎひだり

地域包括支援センターをご利用ください

認知症コールセンター　●介護で悩んでいる方、お気軽にご相談ください！

　平成 22年に開設した「認知症コールセンター」は、認知症の介護経験のある「認知症の人と家族の会」の会員が
相談員になり、認知症に関する知識や介護のことの様々な悩みについて、身近な立場で相談に応じています。
電　話：0120-123-921（フリーダイヤル）
　　　　0545-64-9042（電話料発信者負担）
相談員：認知症の人と家族の会静岡県支部会
時　間：毎週月・木・土・日　10 時〜 15 時
　　　　（第 3日曜・祝日及び年末年始は除く。）
★相談無料　★介護保険を利用していない方の
　　　　　　　相談も、受け付けています。

あなたの疑問に
お答えします

生きがいと健康づくり
イメージキャラクター
「ちゃっぴー」©静岡県

認知症の人を介護している家族を中心に、昭和55年に
京都で発足した団体です。静岡県支部では、家族のつ
どいの開催や、会報の発行などの活動を行っています。

『認知症の人と家族の会』はどんなところ？

　「地域包括支援センター」は、県内に 162 か所（令和６年４月１日現在）あり、高齢者のみなさんが
住み慣れたまちで安心して暮らしていけるよう、相談ごとを適切な機関と連携して解決に努めます。
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しんごうきあおでもかくにんわすれない

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

文 

壇

短
歌

・
私
、
今
ほ
ど
よ
い
暮
ら
し
を
し
て
い
る
と
呟
く
今
朝
の

　

空
澄
み
渡
る　
　

浜
松
市
中
央
区　

河
合　

和
子

 　

人
生
を
振
り
返
り
穏
や
か
に
肯
定
し
て
自
足
す
る
境

地
が
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。
迷
い
の
な
い
境
地
が
「
澄
み
渡

る
」「
今
朝
の
空
」
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
生
後
半

の
幸
せ
は
こ
う
し
た
所
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

・
細
枝
は
路
線
図
の
や
う
に
絡
ま
り
ぬ
昔
の
あ
な
た
と
私

　

の
や
う
に

掛
川
市　

笠
原
八
代
恵

 　
「
あ
な
た
」
と
は
夫
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
旧
友
な
ど

も
想
像
さ
れ
ま
す
。
若
い
時
に
は
あ
り
が
ち
な
感
情
の
縺も

つ

れ
が
次
第
に
客
観
視
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。「
細

枝
」
と
「
路
線
図
」
を
用
い
た
比
喩
が
巧
み
で
す
。

・
命
日
に
形
見
の
キ
セ
ル
手
に
取
り
て
タ
バ
コ
吸
う
真
似

　

父
を
偲
び
ぬ

　
　

駿
東
郡
長
泉
町　

田
上　

芳
子

 　
「
タ
バ
コ
」
を
吸
う
人
が
減
り
、「
キ
セ
ル
」
な
ど
も

殆
ど
見
か
け
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
ふ
と
し
た
仕

種
の
中
に
そ
の
人
の
人
と
な
り
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
亡
き
人
と
な
れ
ば
、
懐
か
し
さ
も
一ひ

と
し
お入

で
し
ょ
う
。

・
初
成
り
の
苺
一
粒
葉
で
隠
し
孫
の
帰
り
を
わ
れ
は
待
ち

　

居
る　

御
殿
場
市　

土
屋　

幸
子

 　

孫
の
こ
と
を
詠
う
の
で
は
な
く
、
孫
を
愛
お
し
む
自
ら

の
思
い
を
詠
っ
た
こ
と
で
好
作
品
と
な
り
ま
し
た
。「
初
成

り
の
苺
」を
見
付
け
て
喜
ぶ
孫
の
様
子
を
想
像
し
て
、そ
の

演
出
を
し
て
あ
げ
る
。
ほ
の
か
な
ユ
ー
モ
ア
も
感
じ
ま
す
。

・
外
仕
事
天
気
図
見
て
は
た
め
息
を
つ
き
つ
つ
な
ぜ
か

　

三
十
五
年

駿
東
郡
長
泉
町　

田
上　

芳
子

・
腹
の
皺
三
人
育
て
し
勲
章
と
若
き
日
想
い
そ
っ
と
撫
で

　

や
る　
　

御
殿
場
市　

田
代
ま
さ
子

・
病
室
の
窓
よ
り
離
れ
ぬ
妻
の
気
を
受
け
て
ゆ
っ
く
り
車

　

へ
向
か
う　
　

磐
田
市　

太
田　

浩
司

・
闇
の
中
一
筋
の
光
走
る
よ
う
鼓
舞
さ
れ
鼓
舞
し
う
た
っ

　

た
昴　
　

御
殿
場
市　

音
淵
小
百
合

・
ア
ル
バ
ム
の
亡
夫
と
姉
は
笑
顔
な
り
涙
ば
か
り
を
私
に

　

く
れ
る　
　

御
殿
場
市　

伊
倉
美
代
子

・
百ヒ

ャ
ク歳

ま
で
も
達マ

メ者
で
あ
れ
よ
と
百
歳
豆
呉
れ
し
良
き
友

　

嬉
し
く
ぞ
受
く

御
前
崎
市　

丸
尾　
　

工

・
北
窓
を
ひ
ら
く
年
々
重
く
な
る　
　

駿
東
郡
清
水
町　

伊
藤　

孝
一

 　
「
北
窓
開ひ

ら

く
」
と
は
、
冬
中
閉
め
き
っ
て
い
た
側
の
窓

を
開
け
る
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
家
の
中
が
急
に

明
る
く
な
り
、
気
分
は
一
気
に
春
め
く
。
し
か
し
開
け
る

の
が
年
々
重
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
旧
家
の
重
厚
さ

と
人
生
の
重
さ
の
相
乗
の
意
趣
が
含
ま
れ
て
い
る
。

・
鼓
動
か
も
そ
つ
と
手
中
の
寒
卵　

掛
川
市　

山
下　

良
子

 　

寒
中
に
生
ん
だ
鶏
卵
は
特
に
栄
養
豊
富
で
、
生
で
食

べ
る
の
が
よ
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
こ
の
卵
は
濃
厚

で
重
く
存
在
感
が
あ
る
。
掌
に
ふ
と
鼓
動
を
感
じ
た
と
い

う
。
作
者
の
鋭
敏
な
感
性
が
小
さ
な
い
の
ち
を
意
識
し
た

感
動
が
ゆ
か
し
い
。

・
補
聴
器
の
耳
に
高
な
る
冬
の
風　
　

伊
豆
の
国
市　

富
岡
た
江
子

 　

補
聴
器
を
し
て
い
て
も
冬
の
風
音
は
邪
魔
に
な
る
。

聞
き
取
り
た
い
声
や
音
を
遮
る
ば
か
り
か
冷
た
い
風
切
り

音
が
紛
れ
込
む
と
か
。
長
寿
社
会
の
一
面
を
詠
ん
で
共
感

さ
れ
、
現
代
性
が
あ
る
。
補
聴
器
の
研
究
開
発
は
進
ん
で

お
り
、
今
後
は
人
生
の
よ
き
伴
侶
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

・
鳶
低
く
舞
う
や
木
曽
路
の
夕
時
雨　
　

御
前
崎
市　

山
本
脩
太
郎

 　

低
く
飛
ん
で
小
動
物
を
狙
う
鳶
の
鋭
い
目
と
時
雨
に

濡
れ
る
木
曽
街
道
の
家
並
み
の
佇
ま
い
が
地
域
の
独
特
の

俳
句

評

評評評評

評評評
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・
悪
戯
も
笑
顔
を
見
れ
ば
叱
れ
な
い

・
悪
戯
も
笑
顔
を
見
れ
ば
叱
れ
な
い藤

枝
市　

池
谷　

ゆ
き

藤
枝
市　

池
谷　

ゆ
き

　　

  

「
ダ
メ
で
し
ょ
う
！
」
と
き
つ
く
言
っ
た
も
の
の
「
え
へ

「
ダ
メ
で
し
ょ
う
！
」
と
き
つ
く
言
っ
た
も
の
の
「
え
へ

へ
…
」
と
笑
っ
て
ご
ま
か
そ
う
と
す
る
孫
に
釣
ら
れ
て
思
わ

へ
…
」
と
笑
っ
て
ご
ま
か
そ
う
と
す
る
孫
に
釣
ら
れ
て
思
わ

ず
笑
っ
て
し
ま
う
婆
ば
！　

誰
も
孫
に
は
弱
い
ん
だ
よ
ね
。

ず
笑
っ
て
し
ま
う
婆
ば
！　

誰
も
孫
に
は
弱
い
ん
だ
よ
ね
。

・
キ
ッ
チ
ン
に
立
て
る
う
れ
し
い
今
日
が
あ
る

浜
松
市
浜
名
区　

南
沢　

敬
子

 　

日
常
の
さ
り
気
な
い
動
作
だ
け
れ
ど
、
年
取
っ
て
来
る

と
こ
れ
が
幸
せ
と
気
付
く
の
で
す
ね
。

・
点
々
と
人
住
ま
ぬ
家
住
宅
地

伊
豆
の
国
市　

富
岡
た
江
子

 　

街
や
田
舎
と
問
わ
ず
空
き
家
が
多
い
事
が
、今
や
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
。勿
体
な
い
よ
う
な
素
敵
な
家
も
、人
の
気

配
が
し
な
い
。何
と
か
し
な
く
ち
ゃ
あ
と
、
私
が
言
っ
て
も
ね
。

・
神
仏
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
参
り
日
本
流

藤
枝
市　

迫　
　

寛
之

 　

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
ケ
ー
キ
を
、
正
月
が
来
れ
ば
初
詣
、

お
盆
が
来
れ
ば
墓
参
り
…
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
と
は
上
手
い

表
現
だ
。
で
も
神
様
で
も
仏
さ
ま
で
も
祈
っ
て
お
け
ば
難

か
ら
逃
れ
る
か
も
…
ね
。

・
裏
金
を
同
じ
貉
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る

静
岡
市
葵
区　

大
石　

泰
章

・
土
地
勘
は
な
く
て
も
走
る
ナ
ビ
ま
か
せ

掛
川
市　

鈴
木
イ
ヨ
子

・
お
洒
落
し
て
今
日
も
お
出
掛
け
医
者
巡
り

藤
枝
市　

四
之
宮
さ
よ

情
趣
と
し
て
象
徴
的
で
あ
る
。
上
八
音
、
下
九
音
の
構
成

に
よ
る
十
七
音
。
韻
律
が
整
っ
て
い
て
格
調
が
高
い
。

・　

つ
い
た
先
に
や
わ
ら
な
蕗ふ

き

の
薹と

う島
田
市　

増
田
み
ち
奴

・
大
瀬
崎
あ
ら
う
男
波
や
大
旦　
　

三
島
市　

野
村　

生い
く
こ子

・
廃
校
の
校
舎
に
厚
謝
桜
東
風　
　

磐
田
市　

天
野　
　

薫

・
信
濃
路
や
軒
先
飾
る
凍
豆
腐　
　

藤
枝
市　

小
泉　
　

裕

・
ほ
ほ
笑
み
を
吾
に
か
え
し
て
初
鏡　
　

駿
東
郡
長
泉
町　

西
村　

愛
子

・
も
の
の
芽
の
合
掌
し
た
る
山
河
か
な　
　

浜
松
市
浜
名
区　

金
子
千
江
子

川
柳

・
一
才
児
ス
マ
ホ
で
タ
ッ
プ
踊
り
出
す

藤
枝
市　

鈴
木
き
よ
江

・
血
圧
を
上
げ
ぬ
努
力
が
命
綱

藤
枝
市　

小
泉　
　

裕

・
カ
ラ
カ
ラ
と
絵
馬
に
承
知
の
風
が
吹
く

藤
枝
市　

松
下　

丈
文

見つけてねピカピカぼくのはんしゃざい

評 評評評

◇
選
者
の
先
生
の
ご
紹
介

　

短
歌
　
柴し
ば
た
の
り
あ
き

田
典
昭
先
生

（
静
岡
県
歌
人
協
会
会
長
）

　

俳
句
　
中な

か
が
わ
ま
さ
お

川
正
男
先
生

（
静
岡
県
俳
句
協
会
会
長
）

　
　

今
回
よ
り
俳
句
の
選
句
を
担
当
し
て
い
た
だ
く

　
　

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

川
柳
　
佐さ

の

ゆ

り

こ

野
由
利
子
先
生

（
静
岡
市
川
柳
協
会
会
長
）

◇
「
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
」
投
稿
規
定

　
　

は
が
き
一
枚
三
句
（
首
）
以
内

　
　
（
ど
の
部
門
か
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◇
原
稿
の
締
切　

令
和
６
年
10
月
31
日
（
木
）

◇
送
付
先　

〒
４
２
０

−

０
８
５
６

　

静
岡
市
葵
区
駿
府
町
１

−

70
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県

　

☎
０
５
４

−

２
５
４

−

５
２
２
５

【
お
詫
び
と
訂
正
】
令
和
６
年
１
月
発
行
１
７
０
号
「
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
文
壇
」
短
歌
と
川
柳
の
投
稿
者
ご
氏
名
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
、
つ
ぎ
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

短
歌　
（
正
）
藤
枝
市　

冨
永　

孝
江

川
柳　
（
正
）
藤
枝
市　

増
田　

脩

　
　
　
（
正
）
静
岡
市
葵
区　

今
橋　

佳
代
子

【
選
評
】
今
回
も
た
く
さ
ん
力
作
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

【
選
評
】
今
回
も
た
く
さ
ん
力
作
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
お
上
手
で
甲
乙
つ
け
難
い
作
品
ば
か
り
で

た
。
皆
さ
ん
、
お
上
手
で
甲
乙
つ
け
難
い
作
品
ば
か
り
で

し
た
。
日
常
茶
飯
事
を
有
り
の
侭
に
詠
ん
で
下
さ
い
。
そ

し
た
。
日
常
茶
飯
事
を
有
り
の
侭
に
詠
ん
で
下
さ
い
。
そ

し
て
書
い
た
ら
住
所
、
氏
名
等
落
ち
が
な
い
か
？
確
認
を

し
て
書
い
た
ら
住
所
、
氏
名
等
落
ち
が
な
い
か
？
確
認
を

し
て
下
さ
い
。
今
回
、
良
い
句
な
ん
だ
け
ど
、
名
前
が
無

し
て
下
さ
い
。
今
回
、
良
い
句
な
ん
だ
け
ど
、
名
前
が
無

い
も
の
が
有
り
ま
し
た
。

い
も
の
が
有
り
ま
し
た
。
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ちょっと待て車のかげからもう１台

クロスワードパズル

【応募の方法】はがきに答え（ＡＢＣの順に並べてできる言葉）、「今、やってみたいこと」・住所・氏名、電話
番号をご記入の上ご応募ください。正解者の中から抽選でヤクルト賞 3 名、ニチコミ賞 2 名を含め 15 名の方
に賞品を差し上げます。また、ご意見・要望もお書き添えください。なお、ご応募は１人１通でお願いします。

【応募先】〒 420-0856　静岡市葵区駿府町 1-70　シニアクラブ静岡県「シニアクラブ通信」係
【締切】令和６年 10 月 31 日（木）（消印有効）当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

【タテ 1】体が大きく、力の強い動物。
　　　　 古くから家畜として飼われている。

【タテ 3】見えたり隠れたりすること。
【タテ 5】塩けのない、ふつうの水。
【タテ 7】自分の名前を書くこと。署名。
【タテ 8】水蒸気が上空でこおって、降ってくるもの。

タ
テ
の
か
ぎ

【ヨコ 2】秋に木の葉が赤や黄などに色づくこと。
　　　　また、その葉。カエデの別称。
【ヨコ 4】周りを海や湖にすっかり囲まれている陸地。
【ヨコ 6】川・池・湖などの水の量。
【ヨコ 8】果皮に突起が多く、酸味が強い淡黄色の果肉を

　　　　 持つミカンの仲間の果物。
【ヨコ 9】地中に打ち込んで目印や支柱にする棒。
【ヨコ 10】商店で、屋号・店名などを染め抜いて店の出入

　　　　 り口に掲げておく布。

ヨ
コ
の
か
ぎ

前回の答え：うたいぞめ

東静岡ヤクルト販売株式会社　中央静岡ヤクルト販売株式会社　西静岡ヤクルト販売株式会社　
株式会社ニチコミ協　賛

A
１

B
6

C
10

D

E
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政
治
と
カ
ネ
問
題
で
耳
に
し

た
「
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
」
は
、

責
任
を
回
避
す
る
巧
妙
な
表
現

で
あ
る
。
認
知
機
能
障
害
は
な

さ
そ
う
な
の
で
、
過
去
の
経
験

が
将
来
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
は

期
待
で
き
よ
う
。

　

刹
那
主
義
の
昨
今
、
偉
い

方
々
は
不
都
合
な
こ
と
を
忘
れ
、

国
民
は
バ
ラ
マ
キ
を
期
待
す
る
。

か
か
る
社
会
に
想
定
外
の
大
災

害
が
襲
来
し
た
場
合
、
国
家
財

政
が
逼
迫
し
て
社
会
保
障
制
度

の
持
続
可
能
性
が
難
し
く
な
る

こ
と
を
恐
れ
る
。
敗
戦
前
後
の

混
乱
を
体
験
し
た
悲
観
主
義
者

の
私
は
、
生
活
困
窮
者
が
溢
れ

る
社
会
は
二
度
と
見
た
く
な
い
。

そ
ん
な
な
か
、
人
生
１
０
０
年

時
代
を
迎
え
て
定
年
後
も
自
衛

の
た
め
に
働
き
た
い
が
、
在
職

老
齢
年
金
制
度
に
よ
っ
て
年
金

を
減
額
さ
れ
る
と
、
長
寿
リ
ス

ク
を
考
え
る
人
が
今
後
増
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

誰
も
認
知
症
や
脳
血
管
障
害

に
な
り
た
く
は
な
い
。
人
は
血

管
と
と
も
に
老
い
る
と
い
わ
れ
、

命
が
あ
る
限
り
心
臓
と
脳
や
全

身
の
血
管
系
に
負
荷
が
か
か
る
。

悪
影
響
が
増
大
す
る
高
血
圧
症

や
糖
尿
病
な
ど
で
、
治
療
や
合

併
症
予
防
の
た
め
に
医
薬
品
や

機
能
性
食
品
に
は
頼
る
が
、
生

活
習
慣
を
修
正
で
き
な
い
人
が

少
な
く
な
い
。
自
分
を
モ
ル
モ

ッ
ト
に
し
て
、
体
調
を
記
す
習

慣
を
続
け
な
が
ら
自
省
し
、
各

人
各
様
の
健
康
長
寿
法
を
探
し

た
い
。

　

中
学
生
時
代
か
ら
続
け
て
い

る
私
の
出
納
簿
は
、
最
近
で
は

備
忘
録
を
兼
ね
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
こ
に
は
客
観
的
な
事
実

だ
け
が
記
載
さ
れ
、
会
話
の
内

容
な
ど
の
主
観
的
な
記
録
は
な

い
。
従
っ
て
、
過
去
の
大
食
や

痛
飲
な
ど
の
悪
事
は
棚
に
上
げ

て
、
記
録
さ
れ
て
い
な
い
不
都

合
な
真
実
は
「
記
憶
に
あ
り
ま

せ
ん
」
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　

私
の
息
子
が
小
学
校
低
学
年

時
代
の
逸
話
で
あ
る
。
宿
題
で

お
父
さ
ん
像
を
画
い
て
提
出
し

た
の
は
、
寝
て
新
聞
を
読
ん
で

い
る
私
の
姿
で
あ
っ
た
。
座
業

の
後
に
横
臥
す
る
と
爽
快
な
気

分
に
な
り
、
頭
の
働
き
が
よ
く

な
っ
た
気
に
も
な
る
が
、
私
の

屁
理
屈
に
は
エ
ビ
デ
ン
ス
（
証

拠
）
が
な
い
。
平
均
寿
命
を
超

え
て
生
き
る
私
が
こ
の
記
事
を

書
け
る
の
は
、
自
分
を
実
験
台

に
し
た
お
行
儀
の
悪
い
こ
の
心

血
管
保
護
姿
勢
に
あ
る
の
か
も

知
れ
な
い
と
思
い
つ
つ
、
今
も

寝
て
新
聞
を
読
む
悪
習
を
続
け

な
が
ら
社
会
勉
強
に
励
ん
で
い

る
。

交差点自分を守ろう周り見て

記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん

記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん

し
ず
お
か
健
康
長
寿
財
団 

理
事
長
　
佐
古 

伊
康
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御
前
崎
半
島
県
立
自
然
公
園
の

一
環
に
あ
り
神
秘
な
原
生
林
に
三

方
を
囲
ま
れ
た
桜
ヶ
池
は
県
指
定

名
勝
に
指
定
さ
れ
た
霊
池
で
す
。

約
１
万
年
以
上
前
に
で
き
た
と
い

わ
れ
る
砂
丘
堰
止
湖
で
広
さ
は
約

２
万
平
方
メ
ー
ト
ル
。
池
の
ほ
と

り
に
あ
る
池
宮
神
社
は
水
の
神
で

あ
る
瀬せ

織お
り
つ津

姫ひ
め

大
神
、
古
か
ら
の

伝
説
が
伝
わ
る
龍
神
を
お
祀
り
し

て
い
ま
す
。

　

拝
殿
に
は
徳
川
慶
喜
公
揮
毫
の

扁
額
、
池
宮
神
社
資
料
館
（
拝
観

自
由
、
無
料
）
に
は
本も

と
お
り居
宣の

り
な
が長
自

賛
（
掛
軸
）、
山
岡
鉄
舟
の
書
、

初
代
静
岡
県
知
事
の
関
口
隆
吉
の

資
料
が
展
示
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

９
月
の
彼
岸
の
中
日
に
は

例
大
祭
「
お
櫃ひ

つ

納お
さ

め
」（
県

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
の

神
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
先
祖

供
養
、
ま
た
信
者
の
心
願
成

就
を
願
い
若
人
が
ヒ
ノ
キ
で

で
き
た
直
径
20
㎝
程
の
曲
げ

わ
っ
ぱ
に
赤
飯
を
つ
め
池
の

中
央
ま
で
泳
い
で
い
き
沈
め

て
い
く
神
事
で
す
。
昨
年
は

40
櫃
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

新しい静岡を発見 !!

行行ってって
みたいみたい

今

ぶらり散歩と
長い歴史に
ふれる旅

池宮神社

お櫃納めの様子お櫃納めの様子

【お問合せ】
桜ヶ池　池宮神社
〒 437-1604　静岡県御前崎市佐倉 5162
TEL 0537-86-2309
神社は年中無休　参拝自由
■池宮神社資料館
　午前 9 時〜午後 5 時　無料
　駐車場／ 60 台　無料

桜
ヶ
池
　
池
宮
神
社

９
月
の
お
彼
岸
に
は
「
お
櫃ひ

つ
お
さ納

め
」
の
神
事
も


